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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
SDGsの17目標を示しています。こちらは2015年9月に採択されました。
このマッピングはJICAの目標の捉え方になっています。
教育はどこにあるでしょうか？
JICAは17ある目標の中でも特に10のゴールにおいて、中心的な役割をはたしていきたいと考えています。その中でも教育はすべての開発目標の基礎と考えています。
教育は基本的人権の観点から重要のみならず、開発を達成していく上でのenablerと考えています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
グローバル化の進展に伴う、知識共創社会の創造はSDGs以降も全世界的な課題。
初中等理数科教育から工学教育を中心とする高等教育までの連続性（途切れない学び）のある支援を通じ、科学・技術・数学（STEM)分野への貢献を強化し、科学技術イノベーションを担っていく人材を育成しています。
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A What time do you do what?

When the
short hand
is at & and
the  long
hand is at
12, we read
6 o'clock.

8.1 Length
Comparing Lengths
A B
C =
AB is longer than CD.
CD is shorter than AB.
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
教師用指導書開発ですが、現在ラオスやカンボジア、ミャンマーでは制度的な現職教員研修機能していないことが多いため、
先生が自ら学んで、授業を改善していくことを支援する形が望ましいと考えます。
その点、日本の指導書にはそんなノウハウがぎっしり詰まっているので、それを参考にするようにします。

教科書会社：教育出版
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
●各案件概要
【ラオス国南部三県学校環境改善計画（2009年）】6.85億円
政府の教育重視政策のもと、初等教育純就学率が2000年の79パーセントから2005年の82.4パーセントへと順調に改善しているラオス。しかし、南部地域は依然として未就学児童が多く、特にサラワン、セコン、アッタプーの3県では初等教育の純就学率が全国平均を大きく下回り、また老朽化で緊急に建替えを要する施設も多く、サラワン郡で耐久性のある教室は全体の4割しかないという状況でした。この協力では、これら3県6郡の計74校で、教室、教員室などの整備を支援しました。これにより、対象地域での劣悪な学習環境の改善を図りました。

【カンボジア国第三次プノンペン市小学校建設計画】5.24億円
ポルポト政権下（1975～1979）において、教員の減少、学校施設の廃止、教材の廃棄など壊滅的な打撃を受けたカンボジアの教育制度。その後の同国政府の努力によって、初等教育就学率などは目覚しく改善されてきましたが、他方、急激な生徒数の増加に対して教育施設の確保は追いつかず、特にプノンペン市においては小学校の教室数不足や老朽化が深刻な問題となっています。このため、日本は、プノンペン市内の7 校の小学校における校舎の増築や建替えと教育用家具の整備を支援しました。


【ミャンマー国サイクロン「ナルギス」被災地小学校兼　　　サイクロンシェルター建設計画 （2009年）】5.81億円
2008年5月、大型サイクロン「ナルギス」の襲来で、死者・行方不明者約14万人、総額約40億ドルの被害を受けたミャンマー。被災地では約4,000校の小学校を含む多くの建物が崩壊し、同国政府は国際機関などの支援を得つつ復旧を進めていましたが、災害時の避難機能を持つ学校は15校に過ぎず、今後の被災が大いに懸念されていました。この協力では、全647校のうち517校が全壊、残り130校も大きな被害を受けたエーヤワディ管区のラブタとボガレ地区で、災害時の避難機能を持つ小学校13校の建設を支援しました。これにより、同地域の教育環境の改善とともに、周辺住民のサイクロン被災のリスクの軽減に寄与しました。

●学校建設全般
【途上国全体】
日本政府は、1980年代から小中学校建設支援を開始
1990年以降、50カ国で11,500校以上82,478教室の整備
（小学校10,085校以上72,881教室、中学校1,381校9,597教室）
年間412万人以上の児童・生徒に裨益
円借款の実績については事後評価等が完了し、実績が把握可能なフィリピン、インドネシアのみを計上。但し、フィリピンの学校数は把握できる新設校のみ校数を計上。また、技術協力、草の根無償資金協力による実績は含まれていない。
1教室50人で試算。
【メコン地域の実績】
・カンボジア　2002年から5期実施。合計18校/320教室。裨益児童268.084人。
・ミャンマー　2009年サイクロンナルギス防災無償。20校/75教室。裨益児童6,000人。（現在実施中の財政支援無償資金協力（15億円、493校想定）はこれから契約。先方政府設計・施工により学校数は不明。）
・ラオス　2003年から4期実施。現在5期形成中。小学校212校/918教室。中学校30校/143教室。裨益児童340,624人。
・ベトナム　2000年から2006年まで2期実施（現在支援なし）。109校/748教室。裨益児童333,760人。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【ミャンマー国教員養成校改善計画（2014年）】25.13億円
ミャンマーでは、初等教育への就学率は順調に向上しているものの、教育の質が低いことなどによる高い中退率が課題となっています。同国政府は、基礎教育の質の改善のため「児童中心型教育」を進めていますが、そのためには、基礎教育の教員を養成する教員養成校の充実が不可欠となっています。この協力では、全教員養成校の中核的拠点として位置づけられているタウングー教員養成校の学校施設（教室棟、管理棟、食堂・厨房、学生寮など）および附属施設の建替えと教室用家具（机、椅子など）や実験器具などの機材の整備を支援します。これにより、同国の基礎教育の質の向上に寄与します。
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